看護学部学生の国際的活動に関する意識調査 by 田村 康子 et al.
























ことが求められている．本学部は 2015 年 4 月に開設し，













　本学看護学部 1年生から 3年生 266 名を対象に調査を
行った．全員が履修している授業終了後に，欠席者を除
看護学部学生の国際的活動に関する意識調査
Assessment on the international activities of the nursing students




における国際的活動の方向性を検討することである．1年生から 3年生 264 名を対象に無記名の自記式質
問紙調査を行い回収率は 18.9％であった．68％の学生が外国に関心があると回答したが国際交流への関心


























































　回収した質問紙は 50 部（回収率 18.9％），学年別では，






























　使用可能な言語は，英語が 6 名（12%），中国語が 1
名（2%）であった．国際交流に関連する資格では，9
名（18%）が英検や TOEIC など語学に関する資格を有








34 名（68％），関心がないと回答した学生は 16 名（32%）
であった．国際交流について，関心があると回答した学
生は 27 名（54%）であり，外国への関心を持つ割合よ








































































台湾 綺麗な場所が多い。日本語がぎりぎり通じる。 オーストラリア ワラビーがいるから
























学の訪問が 17 名，国内でのボランティア活動が 17 名，













































全体 1年生 2年生 3年生
順位 項目 人数 順位 項目 人数 順位 項目 人数 順位 項目 人数
1 外国の病院見学 23 1 語学留学 9 1 外国の病院見学 7 1 外国の病院見学 9





3 外国の看護系大学の訪問 17 2 外国の病院見学 7 2 語学留学 6 2 語学留学 6
3 ボランティア活動（国内） 17 2 ホームステイ 7 3 ホームステイ 5 3 ホームステイ 4


























































































































































望者 16 名中，外国への関心がある者は 15 名（93.7%），
国際交流への関心がある者は 13 名（81.2%）であったの
に対し，参加を希望しない 29 名では，それぞれ 16 名
（55.2%），11 名（37.9%）と有意に低かった（p<0.01）．
４）学部内での国際交流活動への関心
　看護学部において，平成 27 年より年に 2回実施して
いる国際ランチタイム報告会について，知っていると
回答した者は 24 名（48%），知らないと回答した者は 10
名（20%）だった．国際ランチタイム報告会を知ってい
る 24 名のうち，参加したことがある者は 16 名（67%），
参加したことがない学生は 8名（34%）であった．学年
別では，国際ランチタイム報告会を知っている者は 1年











































は，21 名（40%）が 10 ～ 19 万円，次いで 18 名（34%）
が 9 万円以下と回答した．約 8割の学生において 19 万
円以下が捻出可能な範囲だった（図1）．他には，4名（8％）
が 20 ～ 29 万円，1名（2%）が 30 ～ 39 万円と回答した．
研修参加に可能な期間として最も多かったのは，1～ 2
週間で 15 名（27%）であり，次いで 2 ～ 3 週間以内が
14名（26%），1週間以内が 12名（22%）であった．4名（7%）















海外の看護への興味 1 興味がない 4
英語を習得したい 1 経済的に余裕がない 3
学生のうちでしかできないことをしたい 1 単位が取れない 2
国際看護師を目指すうえで経験を積みたい 1 英語が苦手 1



















経済面 4 経済面 3
家族の心配 1 時間 2
生活 1 学力不足 2





























ると答えた学生（対象者数 124 名，回収率 35.6％）は
70.2％との報告がある（西頭，月野木，カルデナス，小林，
小林，2014）．また，濱畑ら（2004）の 1 年生から 4 年
生までの看護学生を対象とした同様の調査（対象者数

























ことが分かった．平成 28 年末の在留外国人数は 238 万
人（前年度比＋ 6.7%）に達し増加の一途にある（法務
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